
六

ヶ
所
再
処
理
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
、
米
議
員
も
反
対

特
に
、
「
原
発
大
事
故

の
発
生
は
な
い
」
と
い
う
根
拠
な
き
大
前
提

に
よ
り
、

万

一
の
場
合
の
事
故
鎮
圧
体
制
を
確
立
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
無
責
任
の
極
み
で

あ
る
と
言
い
続
け
て
参
り
ま
し
た
。

今
後
、
米
国
が
最
優
先
す
る
核

テ
ロ
対
策
と
も
関
連
し
、
核
施
設
及
び
核
物
質

の
国
際
管
理
を
強
化
す
る
動
き
が
確
実
に
強
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
中

で
、
上

述
の
よ
う
な
日
本
の
異
常
性
が
国
際
的
関
心
の
的
と
な
る
こ
と
は
、
日
本

の
名
誉

に
も
関
わ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
早
急
に
対
処
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
が
上
述
の
よ
う
な
徹
底
し
た
反
原
発
政
策
を
と

っ
て
い
る
こ
と

は
、
意
外
に
も
あ
ま
り
知
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
世
界
に
存
在
す
る
四
三
〇
基
以

上

の
原
発

の
老
朽
化
が
進
み
、
ト
ラ
ブ
ル
の
多
発
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
国
民
の
安

全

の
確
保
に
万
全
を
期
す
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
核
政
策
は
、
日
本
を
含
あ
多
く
の

国
に
と

っ
て
模
範
と
な
り
得
る
も

の
と
確
信
い
た
し
ま
す
。(二
〇
〇
五
年
十

一
月
)

(本
学
教
授
)
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六

ケ
所
再
処
理
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
、
米
議
員
も
反
対

村

田

光

平

日
本
原
燃
は
青
森
県
六

ケ
所
再
処
理
工
場
で
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験

(使
用
済
み

核
燃
料
を
使

っ
た
最
終
段
階
の
作
動
試
験
)
を
今
月
下
旬
に
も
開
始
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
事
実
上

の
操
業
開
始
に
な
り
ま
す
。
ほ
ん
と
う
に
愚
か
な
こ

と
で
す
。
わ
れ
わ
れ
の
将
来
に
と

っ
て
取
り
返
し
の

つ
か
な
い
こ
と
に
な
る
こ
と

は
明
白
で
あ
り
、
何
と
し
て
も
止
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

六

ケ
所
再
処
理
工
場
は

「世
界
を
壊
す
」
可
能
性
が
あ
り
、
国
際
的

に
も
関
心

の
的
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

一
月
二
十
六
日
に
は
、

マ
ー
キ
ー
氏
ら
米
国
下
院

議
員
六
人
が
加
藤
良
三
駐
米
日
本
大
使
に

「核
不
拡
散
の
立
場
か
ら
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
を
産
出
す
る
再
処
理
は
断
念
す
べ
き
で
あ
る
」
と
の
申
し
入
れ
を
し
ま
し
た
。

国
内
で
は
、
六

ケ
所
再
処
理
工
場
の
稼
動
を
阻
止
す
る
た
め
の
署
名
運
動
が
進

ん
で
い
ま
す
が
、
私
の
と
こ
ろ
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
に
反
対
す
る

「
ア
ク
テ
ィ
ブ

試
験
を
憂
慮
す
る
全
国
の
市
民
」
か
ら
、
三
村
申
吾
青
森
県
知
事
宛
の
要
望
書
が

送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
早
速
、
私
は
要
望
書

の
骨
子
を
箇
条
書
き
し
て
、
小
泉
純

一
郎
首
相
は
じ
め
各
党
党
首
、
関
係
閣
僚
、
電
力
会
社
社
長
、

マ
ス
コ
ミ
各
社
に

送
り
ま
し
た
。

要
望
書
の
骨
子
は
以
下
の
通
り
で
す
。

一
.
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
に
よ
り
蓄
積
さ
れ
る

「余
剰
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
」
は
国
際
的

な
批
判
の
対
象
と
な
る
。

二
.
本
件
は
、
危
険
な
プ
ル
サ
ー
マ
ル
を
無
理
に
で
も
実
現
し
よ
う
と
す
る
圧
力

に
な
り
、
各
原
発
立
地
点
の
住
民
に
無
用
の
混
乱
を
起
こ
す
。

三
.
本
試
験
で
産
出
さ
れ
る
高

レ
ベ
ル
放
射
能
廃
液
は
ガ
ラ
ス
固
化
さ
れ
る
が
、

ガ
ラ
ス
固
化
溶
融
技
術
に
は
本
質
的
な
欠
陥
が
あ
る
。

四
.
本
試
験
に
よ
り
、
炉
心
の
45
%
が
溶
融
し
た
米
国

ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
原
発
事

故
が
毎
年
舗
回
起
き
る
ほ
ど
の
放
射
能
が
日
常
的
に
大
気
中
に
放
出
さ
れ
る
。

五
.
本
試
験
に
よ
り
海
水
中
に
放
出
さ
れ
る
放
射
能
は
、
年
間
四
万
七
〇
〇
〇
人

の
経
口
致
死
量
と
な
り
、
年
摂
取
限
度

で
は
三
億
三
〇
〇
〇
万
人
分
に
相
当
す

る
。

六
.
プ
ー
ル
水
漏
れ
で
は
住
民
の
安
全
よ
り
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
が
優
先
さ
れ
た
。
ガ

ラ
ス
固
化
体
貯
蔵
建
屋
で
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
温
度
規
制
が
満
た
さ
れ
な
い
ま
ま
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で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
安
全
管
理
を
な
し
崩
し
に
す
る
傾
向
が
、
本
件
に
よ
り

一
層
進
む
お
そ
れ
が
あ
る
。

七
.
ガ
ラ
ス
固
化
体
貯
蔵
建
屋
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
温
度

に
関
す
る
原
燃

の
公
約
違

反
を
率
先
し
て
容
認
し
た
保
安
院
の
姿
勢
は
、

マ
ン
シ
ョ
ン
耐
震
偽
造
に
見
ら

れ
る
も
の
と
同
様
で
は
な
い
か
。

日
本
は

「
安
心
と
安
全
な
社
会
」
を
伝
統
に
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
伝
統
が
子

ど
も
、
食
、
建
築
、
金
融
な
ど
多
く
の
分
野
で
崩
れ

つ
つ
あ
る
こ
と
は
誠

に
残
念

な
こ
と
で
す
。
将
来
に
大
き
な

「負
の
遺
産
」
を
遺
す
こ
と
を
承
知
で
進
め
ら
れ

る
原
子
力
政
策
が
、
社
会
全
体
に
無
責
任
な
風
潮
を
生
ん
で
い
る
こ
と
は
否
定

で

き
ま
せ
ん
。
政
財
界
の
指
導
的
な
立
場
に
お
ら
れ
る
方
々
が
、

一
刻
も
早
く
こ
の

愚
か
さ
に
気
付
か
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

(二
〇
〇
六
年
二
月
)

(本
学
教
授
)
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六
ヶ
所
再
処
理
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
、
米
議
員
も
反
対


